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セッション】l：地域産業の振興  

地域産業の振興  
－ひょうごエコタウン推進会議の取組み一  

（財）兵庫県環境クリエイトセンター  

ひようごエコタウン推進会議事務局  

日高 亮太   

地域産業の振興として、ひようごエコタウンを推  

進しており、その取組みを報告する。はじめに「ひよ  

うごエコタウン構想の概要」、そして、それを具体的  

に推進する母体としての「ひようごエコタウン推進  

会議の機能と活動」、3番目に、「研究会活動」として、  

バイオマス、水素、その他の取組みについて紹介させ  

て］頁く。  

■H12．10   

広域リサイクル拠点整備協議会設立  
（日的）  

兵庫県におlナる循環型社会を構築するため、リ  
デュース、リユースを含めたリサイクルを行う上で  
不可欠な受皿（施設）作りを目的に、塵・官・苧が一  

体となって臨海剖を対象としたリサイクル拠点整備  
のための事業化の可能性を調査すること   

→H15．4「ひようごエコタウン構想」へ  

1ひようごエコタウン構想の概要  

2∝旧年代前後の各種リサイクル法が成立した時期で  

ある。広域リサイクル拠点整備協議会は「兵庫県に  

おける循環型社会を構築するため、リデュース、リ  

ユースを含めたリサイクルを行う上で不可欠な受皿  

（施設）作りを目的に、産・官・学が一体となって  

臨海部を対象としたリサイクル拠点整備のための事  

業化の可能性を調査すること」をH的としている。   

駄拡大図あり（52真）  

ここに示しているのほ兵庫県の地図で、比較的大  

きい県である。製品の出荷額は全国の4．7％、全国  

第7位の工業県である。蘭戸内海のあたりには第2  

次産業の鉄鋼や化学工業が集検したが、産業構造の  

変化によって遊休地が出てきている。そして、これ  

らを有効に活用するということから、「ひょうごエ  

コタウン構想」が検討されてきた。   

エコタウン構想の発起点は、平成12年10月に設立  

した広域リサイクル拠点整備協議会である。これは、  

これは、広域リサイクル拠点整備協議会のイメー  

ジ図である。事業化を進めるため民間企業による研  

究会を作ってビジネスモデルの検討を行い、産学官   
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の検討委員会を設けて内容の承認を行っている。事  

務局は、幽兵庫県環境クリエイトセンターである。  

個別の事業は民間が主体となって行う。  

と」である。  

ひようごエコタウン構想概念  

基本方針0既存インフラと速決したリサイク周東の払  
○他地域の狂想・ニーズlこ対応した涙扇眉礪榊増世相は  
01慨良書と速読した取り増みの株式  

H12研究会のテーマ  

叩▲脚1▲  
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産茶づくり（ハード事案）  地域づくり（ソフト事茶）  

・■タイヤガス化リサイクル島綬  
・れ暮スク柵1■リサイクル鵬  

・パソコン書○▲1■リユース・リサイクル鶴8  

・■ブラスナワク1御伽   

・ひ▲うご三コタウン札1●■の丘■  

・事よと旺■に▲るntと1絶した丁ちづくり  

・q濃艶夢虫○事人によもリサイクルの汀1  

（＃■Fデポジフトシステム事）  

・1且覆舞  

・1墳ビジ皐スオは支d  

「ひようごエコタウン構想」の概念であるが、今の  

基本的な考え方に加えて、ハード事業とソフト事業  

の2つの大きな柱を持っている。1つは、産業づく  

りで、エコタウンの推進にあたって、リサイクルを  

具体的に行うハード面を整備していこうとリサイク  

ル事業を推進している。もう一方は、地域づくりと  

して、市民と幅広く啓蒙啓発活動を行うため「ひょ  

うごエコタウン推進会議」を設置して、参画と協同  

のまちづくりを進めている。  

※拡大図あり（52頁）  

当初の研究テーマ9つは、建設廃棄物リサイクル  

研究会、食品廃棄物リサイクル研究会、廃プラス  

チックリサイクル研究会、庚プラスチックガス化リ  

サイクル研究会、適正処理事業研究会、PCB処理事  

業研究会、EI〃リサイクル研究会、複合廃棄物リサ  

イクル研究会、OAリサイクル研究会で、個別のリサ  

イクルを推進するテーマで始まった。  

ひようごエコタウン檎想  

∴芸⊇ －ぷ濫造憲㌫・l  ひようごエコタウン構想  

◆趣旨  
既存の産業基盤等を活用した広瞳的な黄源   
循環体制の硝集を目指す。  
（】時4月2柑プラン承凱近色で‡事軋ま臨1沌巳）  

◆特鱒  
高度成長期を支えた素材型産畢等の施設イ   
ンフラや海陸の物流インフラ等を最大限に活  
用し、他地域のこ「ズlこも対応した広域的な   
連携による資源循環の実現を目指す。   

く｝  

rひ▲うピココケウシ■缶止■±  
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・血カー■の山■ニー′にt刃石した  
一 1二川1’TJ▲t■■■■■州  
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・■事′ヤガ1亀IJサイクル．  

繋拡大図あり（53頁）  

こういった2つの柱でエコタウン構想ができてい  

る。平成12年10月の広域リサイクル拠点整備協議会  

で検討した「ひょうごエコタウン構想」をもとに、  

既存インフラと連携したリサイクル事業の推進、他  

地域の課題・ニーズに対応した広域的な連携による  

資源循環体制の構築、市民等と連携した取組みの推  

進を基本方針とする「ひょうごェコタウン構想」が、   

これらの検討の中で、「ひょうごエコタウン構想」  

が構築されてきたのだが、趣旨として「既存の産業  

基盤等を活用した広域的な資源循環体制の構築を目  

指す」ことを掲げている。特徴は「高度成長期を支  

えた素材型産業等の施設インフラや海陸の物流イン  

フラ等を最大限に活用し、他地域のニーズにも対応  

した広域的な連携による資源循環の実現を目指すこ  
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経済産業省・環境省から平成15年4月お日に全国で  

18番目、近畿で初めて承認された。  エコタウン主要施設の概要（2）  

・事興三体こ狩神戸製窮訪  
・拉重犠屏！加古川瑠全天町  

・義理た力：蓉ぜ包装モの邑ブラスわク  

エコタウン主要施設の概要（1）  

盛屁奥義  0∧輌現  
・事1主恥アサヒブリテック㈱  

・拉置場所：尾q市大斉桝町  

・生理象力：∧「乃ンエ6万台／守  

（現行3干台一年竜早成17年民雄充分1  

拓圭住二鮎クイヤリサイクル・柏  
」脚地主故 ・ ・m斬：mi士町  

・ 聞モカ＝曳タイヤ00M  恥  

・m三⇔＝こf8亜  和訓   
（院1絹橋台／監〉   

施設」と尼崎市の「パソコン等OA機器リユース・リ  

サイクル施設」がある。このような施設がエコタウ  

ンの主要施設である。  ここでは、エコタウン構想の主要施設の概要につ  

いて説明する。エコタウンの補助金15億円を用いて  

「廃タイヤガス化リサイクル施設」が、昨年の7月、  

姫路市に設置ざれた。場所は、新日本製織㈱の広畑  

製鉄所の敷地内で、高炉があった跡地である。この  

施設に廃タイヤを持ってきて、無酸素化で熱分解を  

行う。分解後、廃タイヤの13％が鉄ワイヤーに、  

カーボン残達が刃％ぐらいになる。そして、それら  

は製鉄原料としてリサイクルされる。ゴム関係は無  

酸素化で加熱するので燃えず、全体の幻％ほどがガ  

スもしくは、熱分解油になり、製鉄所のエネルギー  

として利用される。   

2 ひょうごエコタウン推進会議の機能と活動   

エコタウン構想をもとに、平成15年に12月に「ひよ  

うごエコタウン推進会議」が設立された。ここでは、  

その中身について紹介したい。  

この写真は「廃タイヤガス化リサイクル施設」の  

外観である。こちらの大きな円筒はロータリーキル  

ンで、左側から右側に向かって処理が進む。   

他に加古川市の「廃プラスチックの高炉還元剤化  この図はエコタウン推進会議の組織である。総会、   
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理事会、幹事会、このあたりで大きな方針を決めて  

いく。また、事業化検討委貞会の下に複数の研究会  

がある。ここは先はど申し上げた広域リサイクル拠  

点整備協議会の機能を引き継いだものになる。これ  

以外に関係者だけのクローズドの形で行う、事業検  

討部会がある。  

年度（平成17年度）の取組み状況である。4月に研  

究会を募集し、どれを進めるかを事業化検討委貞会  

で決定して、一年間かけて具体的な研究の内容を進  

めていく。また、情報収集啓発活動では、いろいろ  

なフォーラムやメッセの開催、発表会、先進設備の  

調査を行っている。  
※拡大図あり（53頁）  

このイラストは、「ひようごエコタウン推進会議」  

の機能を表したものであり、主に3つの機能がある。  

1つ目は、「調査・研究機能」で、循環型社会形成  

の実現のための調査研究の実施や大学等研究機関と  

の連携、産学官の交流促進などを行う。   

ここで集まった情報をもとに、研究会の実施や事  

業を具体的に進める際に相談できる窓口の開設、許  

認可を含めたさまざまな事業化手続支援、アドバイ  

ス・コーディネート体制や実証研究の場の設定など、  

事業者向けの事業化支援を行う。これが2つ目の  

「事業化支援機能」である。   

3つ目は、「情報収集・提供機能」で、一般市民  

向けの「情報収集・提供機能」で、専用ホームページ  

の開設やパンフレットの作成、シンポジウムの開催、  

研究発表会、廃棄物交換制度の創設、リサイクル情  

報システムの構築などを行う。  

「ひようごエコタウン推進会議」は、これら3つの機  

能をもとにして、エコタウン構想を具体的に推進し  

ていき、循環型社会に寄与しようとするものである。   

これは、推進会議の具体的な展開イメージで、今  

3 ひょうごエコタウン推進会議研究会活動   

ここからは、エコタウン推進会議の中の研究会の  

活動内容を具体的に紹介していく。この風景は、研  

究会の状況である。大学の教授、県や市の関係者、  

さまざまな企業からの参加者が研究会に出席し、一  

同に会してビジネスモデルの構築に向けてざまざま  

な意見を出し合う。   

今までの研究会の変遷であるが、2（X氾年に広域リ  

サイクル拠点整備協議会が設立ざれて以来、非常に  

多岐にわたる研究会を実施してきている。広域リサ  

イクル拠点整備協議会の時点でのリサイクル研究会   
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3．1バイオマス関連事業について   

※拡大図あり（54頁）   

は、それぞれ事業化に結びついている。企業がこの  

研究会をはじめるにあたって、2∝氾年前後に成立し  

たリサイクル法に合わせて、企業が前準備として水  

面下でいろいろと検討していた。そこに具体的な事  

業化のタイミングをはかる形で広域リサイクル拠点  

整備協議会ができ、事業化に結びついたといえる。   

その後、卸3年ぐらいまでに当初の各種リサイク  

ル法に対応する事業化の検討が一巡し、卸3年エコ  

タウン推進会議が設立した。翌年のaX姓年に中長期  

の研究の新たなテーマとして「水素研究会」、「スラ  

グ溶融飛灰研究会」、「バイオマス研究会」を設け、  

研究に取り組んでいる。   

本日、ご結介申し上げる1つはバイオマス関係で  

あるが、2003年度から「食品廃棄物リサイクル研究  

会」、「木質廃棄物リサイクル研究会」、「紙廃棄物リ  

サイクル研究会」、aX）4年度に「バイオマス研究会」、  

孤）5年度に「食品庫乗物リサイクル研究会」、「ハイ  

ブリッド検討会」などができ、バイオマス関係を1  

つの大きな固まりとして取り組んでいる。   

また将来的なエネルギー源として、有望視ざれて  

いる水素についても、その検討の状況について簡単  

に紹介していく。   

その他、「スラグ溶融飛灰研究会」、「建設廃棄物リ  

サイクル研究会」、「適正処理リサイクル研究会」の  

状況ついても説明申し上げたい。  

バイオマスの利用は、非常に多岐にわたる。燃料  

として使う、または熱化学変換や生物化学的変換、  

化学工学的に変換するなどいろいろある。エコタウ  

ン推進会議では、燃料では「混燃発電」を、熱化学  

的変換では「部分酸化ガス化」を、生物化学的変換  

では「乾式のメタン発酵」を、化学工学的変換では  

「セルロース液化」を行っている。後ほど「水素発酵」  

についても紹介したい。   

バイオマスにはドライ系とウェット系がある。ド  

ライ系についてはある程度輸送ができ、ウェット系  

に関しては、オンサイトの処理が必要である。ここ  

では、ドライ系の木質バイオエネルギーの分散型熟  

供給システムを検討している。   

ご承知のとおり、バイオマスは非常に薄く広く分  

布しているため、輸送に相応のコストがかかるとい  

われている。そこで検討したのは、いろいろなバイ  

オマスの分別・乾燥・破砕・一時保管するバイオマ   
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めている。   

2つ目は、乾式メタン発酵であるが、これは、努  

定枝や草顆、食品廃棄物などを回収して、乾式メタ  

ン発酵システムでバイオマスガスを取るものである。  

ガスのはかにも、発電してコージェネレーションを  

行う、残泣はコンポスト炭化するなどの検討を行っ  

ている。しかし、これに関しても8割補助でも事業性  

が見えないという結果が出てV】る。   

ドライ系バイオマス  
分散型熱供給システムの課題  

雷′くイオマスセンターの必要性   
県内で条文する木貢バイオマスを廟・犠遷し、一旦集Ⅷし、分封  

虹技・囁碑・一稗尿管を行う或柁を持つ．  
牲窮を匹8で且つ安定して珪促する事州t化のためには重華である．  
そのためには左鍵文名等上の速扶は不可欠である．  

■市町村の牢某への参加  
Jqオマスセンターや弧利用地モ磁とし†J8鶴亀唄繁と軋1憎け、鵠睦的  
lこ■棄支堵に♯加すること．  

書モデル敬重への支線   
モデルとなる亨束lこ対して、措済1主の許債以州二環櫨などへの負荷の隠滅、   
貸賃校正安社会仇憂の下駄匿苓き大さくよ事伍し．先行するリスクを鞘するた   
の．箕注指貫、揮こ「ランニンクコストJの満期などが不可欠である．  

（収支】J之0百万円調の罪宇）  

スセンターの施設を設け、バイオマスを必要に応じ  

て発電し、熟供給などに使っていこうと検討してい  

る。しかしながら、ランニングコストがかかるなど、  

非常に収支が厳しいという結果が出ている。   

3つ目は、セルロースの液化処理で、セルロース  

を破砕、液化、チップ化を行い、化学処理することに  

より液に変え、液化の後、発泡成形する。例えば、建  

設資材や緑化資材などに使用できる。その後、リサイ  

クルして再使用、もしくは土中に埋めて自然に返す  

など、事業の可能性について引き続き検討中である。  バイオマスの利用が求められているが、事業的に  

はまだまだ厳しいので、廃プラとバイオマスを同時  

に集めることを検討している。努定枝と靡プラのハ  

イブリッド集積を行うことで、プラスチックに関し  

ては、相応の採算性が期待できるとして、検討を進  

ウェット禾バイオマスからの有用執貫抽出とエネルギー回収   

量1茶W鵬某バイオマス廃棄敷島理することが■辻村けられている  

コ宣：  

含水抑－90Iも机上で発熱tlまマイナス  

、堅L  

メタン浦ti？  

掛水先篭が▲く  
ウ1ワト茶／Vオマスのメタン発酵ヰ独では事実枝毛荏立ナること淵は  

マテリアルの回収脚に入れる触り  
月L  

－Vオマス虚ヽら¢有用稗貫の捻出とメタン郷¢烏み合わせ  

事稟性の有bを検討   

ウェット系は、ドライ系と同様に採算性がとれな  

いというのが現状である。さらにウェット系は含水  

率幻～∝I％以上で発熱量が非常に低い。これを有効  

活用するのであれば、単なるエネルギーという考え   
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方でなく、マテリアルの回収ということを視野に入  

れた採算性の向上が必要になってくる。   
食品廃棄物事毒性の検討－7つの検討ケースー  

■封¢  i●十Iし■■tヽt▲－  象山へ■王し．tlIl】文人け乱  

■▲■■■t◆r■  

丘射ンつつ′・警k■可  

スh月  ●●●tヽ■■t■十tt    ー ′     t‘    －、    ご，7－l■∫り・－  
スh月  自暮久tL痍h■力暮夏t  

岨斗★七■七tトナ叶t■  t▲t■■■t■古  ■d●◆…■し■n■t  

ウェット系のバイオマスに関しては、諸技術を利  

用して水産加工物の残泣からDHA（ドコサヘキサエ  

ン酸）とかEPA（エイコサペンタエン酸）などの有  

価物をとる。これで採算性を高めながら、残直につ  

V】てはメタン発酵を組み合わせて発電するシステム  

を提案している。  

食品廃棄物の事業性の検討を行ったがIRR（内部  

利益率）の評価でいくと事業化は困難という結果と  

なった。したがって、優遇措置として、例えば、現在  

の金利3％を1％にする、土地代を無償貸与にする  

などを行うと、それなりに事業化は可能になると考  

えている。ここでは、そのような検討を行っている。   

／くイオマス関連事業の今後の展望  

竃≡静調節駄作ンシヤルは大きい机長期  

緻甜恕偽  

※拡大図あり（54頁）  

このスライドは、食品廃棄物の発生量を示してい  

るが、臨海部の都市だけで相応量の発生量があるこ  

とがわかる。   

このスライドの表は、食品廃棄物事業性について、  

7つのケースを検討している。食品廃棄物のガス利  

用として、自家発電を行い余剰発電を売電する、も  

しくは製鉄所に販売する。排水に関しては既設の排  

水処理設備を使う、もしくは新設に換える、委託処  

理を行うなどを考えている。  

いずれにしても、バイオマスについてほ、非常に  

コストが割高で、事業化としては収支が取れない状  

況にある。多様な利用法に対応して技術革新等の技   

47  



i昏ES  2005年度「産業と環境」国際ワークショップ  

術的なアプローチが必要ではないかと考えている。  用について検討している。lつは、ガス化技術であ  

る。従来の天然ガスを分解して水素を作るやり方で  

は、同時にCO2が発生するが、ガス化技術で廃棄物  

から水素を作ることを検討している。しかし、廃棄  

物から作るとなると、今までなかったような不純物  

の混入が考えられるので、不純物を取り除くための  

改質・精製の技術も考えている。また、廃棄物から  

改質ざれた水素をどのように使うのかであるが、1  

つは炭化水素のレベルで、既存のガス配管に混ぜる、  

もしくは炭化水素を燃料電池に使う等々の開発を行  

う。そして、工場、家庭とそれらを使った後の廃棄  

物、もしくは工場から排出される副生ガスなど、こ  

れらを社会システム的にどう集めていくのかである  

が、この図のように一つの循環を作ることで水素社  

会の展望を示そうと検討を行っている。  

3．2 水素事業について   

次に水素であるが、ここで示しているように、い  

ろいろ特徴があり、燃えても炭酸ガスやイオウ酸化  

物が出ない、クリーンであるなどの特徴があり、将  

来のエネルギー源として期待されている。   

前提条件及び対象技術  
処理対象物  
県内で有望な水素斎である廃タイヤ・廃プラスチック  
処理量：200トンJ日〉H和心日J年＝印．000トンJ年  
（内訳は廃タイヤi50％、腐プラ；50％〉  

対象技術 亀是霊恕歪立場悠 
方式．  

回収ガスは精撃（除塵・鋭鑓等）．原料の無視が可能であり、熱  
頚等の供給、匝収税・鋼丘鵜の需垂・受入が期待できるサイト  ）・  
⑳利用プロセス；G∈（ガスエンジン）、MCFC（溶融炭酸塩形  
燃料電池）、SOFC（固体酸化物形転＃触）、PEFC（団体高  
分子形應料モ池）、都市ガス配管へのCH一供給．メタノール合  
成、DME合成（ジメチルエーテル）   

廃棄物等循環資源を原料とした水素製造・利用シ  

ステムが実際に可能かどうかであるが、処理量を  

200トン／日とし、対象技術として「ガス化」またほ  

「ガス化＋改質（水素化）」、メタンが入った状態での  

ガスエンジン、MCFC（溶融炭酸塩形燃料電池）、  

SOFC（固体酸化物形燃料電池）、都市ガス配管への  

CH4供給などを検討している。   

この表は水素製造・利用フローの各ケースにした  

がって、どれくらいの収支があるかを検討した数億  

である。例えば、水素を分離回収するシナリオ6に  

ついては、水素製造単価が2円とかなり安い。ただ  

し、逆有償原料（庚タイヤ・プラ）の影響が大きい。   

水素利用システムモデル事業提案と課題  
水素製造・利用システムの検討方法  

検討眉的と方法  
検討目的  
廃棄物琴循環舞茸を原料とした水素製造・利用システムのモデ  
ル碍薫を提案するための予備的桟討を実鼠】  
複数のシナリオを設定し、事累積粟、技術閑井関、事藁化提  
超そ整理．  

検討方法  
（D水兼出・利用シナリオの設定  
②基本プロセス（ガス化．ガス分錮・濃駄ガス利用）   

への分離と各プロセスの計酉  
③各シナリオの特性・課瑚の整理  
検討項目  
エネルギー収支、コスト収支、技術レベル・開尭課題   

エコタウン推進会議の中では、「循環型社会水素  

エネルギーシステム研究会」を立ち上げて、水素利  
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逆有償とは、お金を貰って再生資源を手に入れるこ  

とである。これらのシナリオ特性からメタノール合  

成とか、DME（ジメチルエーテル）合成など、廃棄  

物から作る水素は有望になると思われるが、逆有償  

等々の前提条件があるので、個別の検討に関しては、  

さらに慎重を要するのではないかと思う。  

検討シナリオ（水素製造・利用フロー）  

昔  ：ガス化・二 ㍉ニ改定∴  モギス1 ：主成分  オ桓郵  ∴ 都酢，・  こ；≡≠ウIケッt   
G〉  GE   電力  
②  H～  l▲ニ「亡   電力  
色r  SOFC   t力  

鱈）   CM一ま鎗  ・■・i  ▼ ごl ・  CH一   

年）  メタノール合戌  メタ／－ル  

㊨  
兼化〉   メタノール合成  

十メタノール脱水   
喧〉  MCFC   t力  

慌r  SOFC   電力  
（b  HナP釦L  PEFC   電力IHJ  

⑦   CO・PSA十  電力IHJ．CO  

H†PSA   

技術レベル偶発課題  
て：シナリオ   ・；∴て王碑レベルごプロセス魔のマワテンゲi餌彙凹曹  

昔〉G∈  ◆ホ黒鼠入ガスのG∈判矧iノケキングをさけるたのの出力口髭が必更．  
ヰ巾ガス用6日出べてコストアップは良問発必雲l  

ガ  ス  も含有丁るため、ガスクリ「＝ンケの■tがめ芦  
化  

3j配管供  ●＃市ガス配置へ鎮は一朗二は、負I納l貫1＝沿った玖別叫くく佃の  
給  ！ ■■ ・  ご  

¢ノI′一書  ◆畏フラ監化マエ天馬れ化丁るガス化システムロ口内Ⅱ■中  

合点  ◆日収メタノールの軸用万丘がF即伽甘C等）  
ガ              環y帥巳書  ◆メタノール拉諷l＝よるロM亡合成プウントは口内株▲中  

化  虚  ◆D†一己の女王．用ヒ安食が放出‘OM∈2万V年の三重は拙I    広）HCfC  ◆縫分＃ガス管だ料とLたh一肌ヨ用事冒＝i呆だなし、  
改  ◆現状のMCFCp■コスト脚万円血肌昭電と環蕾  
貫       J石戸EFC  ◆P∈FC削、罠九R⊃ストE伝トちの墨榊二は多nの瞼払彙  

¢托FC＋  ◆PSAのス トんアップ．効ネ！句上．泊虞モカ畑土1正鵠  
CO逗】頓  ◆ガ轟臼旧しMOの石爪先肺蹟■透写〉の濱俣が叫  

この表に示しているのは、実際の技術レベルやプ  

ロセス間のマッチング、開発課題等である。ここに  

書いているようにまだまだ課題があるので、個別に  

技術的な課題をクリアする必要がある。例えば、ガ  

スエンジンについて、水素混入ガスのGE（ガスエン  

ジン）利用は、ノッキングをさけるための出力調整  

が必要である。MCFC（溶融炭酸塩形燃料電池）で  

あれば、廃棄物から作るということで、熱分解ガス  

中のタール成分を多く含み、燃料電池被毒物質  

（HCl、H2S等）も含有するため、ガスクリーニング  

方法の検討を要するなど、いろいろな課題がある。  

したがって、水素については長期的な視野でみる必  

コスト収支 一 水素製造単価  
水素製造単価は2－2【】円／m叫と安伍  

水素製造単価には連覇償原料（廃タイヤ・プラ）の影雷が大  

、ニ投入⇒スト■」・      田担えと；、ニニ  

ジ 十                   崇、 
章毎獲   燕㊥寝   海面肇   勧⇒）車  ミ如瘡≡  煎蝉  煎  T煎両   

⑥  18′0   ま8   佃．0   ○  0．8  仰万  2  43   

⑦  18．0   11．3   18．0   0．6  8．7  ヰヰ（氾万  20  Ql  

rこさシナリオ1：し∴ミ   ∴∵エ与鳥く＝－・二′≡   主1－∫さこ⊃；ひ二！∴〕て㌻   ∴二㌻さ量絹lパjし：、∴J 
（DG∈  0  会粥t力有り    員t逃道コスト：隠．    ガス化プロセスの安  ガ  

ス  △   忙  
◎妃t員  ○  CH一の望月写榊    （ま檎1れ  倶給那加＝泊ったガ  
I暴  ：：・1－  スn繁が必緊  

偽）∫I／－▲  0  メタノール、D日長  （〉  ′クノール、帥巳艶  0  》鼠の雫1事例有り  合成  リ▲‘二▲■  
喀IDME合  0   弓電   0   

ガ  象〉  ロセスの貫【Eが必天  

化 ◆  
lま  A   Ⅹ  la墓石リ   椚欠  

⑥pEFG    H卿のために  0  l・ L  ナ：・  0  pSAのスケール7ツ  

CO【ヨ敵  ⑦PEF（：十     はt力隅入¢東  ○  （充∬尽さ圭欄幡 可烏）  0  プが¢署  

事業化可能性  

事案化のための必要条件  
①原料となる廃タイや康プラの琵良、適正な処理受用  
の徴収  
②ガス化プロセスの表札低コストなガス精製プロセス  
の開発  
軍票化可能性  
①現状では、メタノール・DME製造事秦が技術的・裡  
済的に有望  
②廃棄物（迂有償資諒）からの水素製造事薬は、化石  
燃料からの水菜製造よりも安価に製造可能  
⑨燃斜電池設遥菜用の低コスト化、売電豊価の向上  
が回られれば発電事業の経済性も故巷   
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要がある。   

事業化のための必要条件として、原料となる庚タ  

イヤ・廃プラ等の廃棄物の確保、ガス化プロセスの  

実証などが必要になってくる。  

3．3 その他事業（建設廃棄物リサイクル、適正処理、  

スラグ■飛灰）  

建設廃棄物リサイクル研究会椴屡  

l▼末寅茶屋稟議リサイクルの検討  パーーテイクルポード・再生蹟這材リサイクル塩酸事稟化技芸  

■■■11■■いt船■■亡11  

▲■■■tしてt■  

Ⅷ捜サービス事暮  
仰1こよろ托t一文鼠システ  】・叫l先史土の¶q受入  

tl化ヒ薫けたdⅡ  
ぜ曹良寛重土の†相中升芳J   上しての協ず付け  
色℡E二傭のq加川．車   な輪戒も必蔓   
・l¶■■▲～lL■■■●（I  

中■ く｝   
▼1tlのキ1文豪靂の正l）（土  
】貪．買1事■l．立℡二正〉   

●エ打bカーめ■L  

● ■▲■■■l  

● ■■tOt▲■  

● ■¶■■■■  

建設廃棄物リサイクルまとめ・今後の課題  

1」国土交通省一往投発生土等の有効利用に凪する行動計軌   
一兵薄黒建設リサイクル姓進針軋が当初のリサイクル専   
業化計哲と重複しており、官庁の動向により今後の対応を   
見棲めることになる．   

は投発生土の9割は公共工場である）  

2＿建設発生土情報交換システム等の公共㈹の民間との   
共有化、公共工事から搬出される遽散発生土を民間工事   
に搬入するしくみの構造等、官民一件の推進体封が必要   

このスライドは、溶融飛灰やスラグの有効利用の  

検討を示している。飛灰中には、鉛や亜鉛などが濃  

化される。それを濃度還元する。また、スラグに関  

しては路盤材だけでなく、より高付加価値のものが  

できないかなどを検討している。   

このスライドは「建設廃棄物リサイクル研究会」  

の概要を示している。ここでほ建設現場から出てく  

る発生土をリサイクルセンターというストックヤー  

ドで受け入れ、そこで土質改良を行いながら、必要  

に応じて払い出している。この研究会では、このよ  

うなビジネスモデルの検討を行っている。   

適正処理設備というのは、シュレッダーダストや  

産廃系の廃プラ、ばいじんや硫酸ピッチなど処理困  

難物を適正に処理する場所である。処理を行った後、  

そこのエネルギーは売電、スラグは有効利用、溶融  

飛灰も活用していく。  

以上、研究会の状況を簡単に説明したが、リサイ  

クルには課題が多い。1つは、コストに直接関わる  

話であるが、原材料をどうやって確保するのかとい  

う点である。廃棄物の発生状況等によって、バイオ   
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マスは非常にお金がかかる。原料を集めるところか  

ら工夫が必要になってくる。   

2つ目は、先ほどのリサイクル関連の技術化革新  

が激しいので、せっかく作った設備等も時が経つと  

陳腐化する。公的支援の拡充が求められる。   

3つ目は、せっかくリサイクルで作った製品も需  

要がなければ、行き詰る∴環境配慮型製品の利用促  

進も大きな課題である。  

こちらの図は、事業開発と技術開発の2つをどう  

やって実際の事業化に結びつけていくかを表してい  

る。事業化については、市場調査、事業モデル、資  

金調達、許認可、体制整備などをエコタウン推進会  

議の研究会の中で行いながら進めていく。もう一方  

の技術開発は、基礎研究、応用開発、実機化開発な  

どを何らかの形で担保し、技術と事業のニーズの  

マッチングを行う。エコタウン推進会議では、ここ  

に示している機能を取り入れながら、事業化を進め  

ていきたいと考えている。   
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H12研究会のテーマ  
くIl触簑鞠竹イケ柑牧舎  

建設工事および解体エーの現場から穆出される漣担廃棄穐lこついて廷投資材リサイ如・法の箆行を肺に入れた新しい建設リサイクルシュ予▲の脾策とその事  

妾他の可能性について検討。  

（2）食品舞彙穐，Iイク膵究会  

食品取運専業者の不果菜食品廃果物 ついて、食餌サイ触法の捻吊を毯！別こ入れ、已隅化や飼璃化に加えて〟イー抽■1¢有効制約く弘料t池琴〉等を  
含めた新しい食品リサイクルシス芋ムの1萬繁とその事業化の可位矧＝ついて検討．  

（5）慮フちス瑚岬イク朗訂死金  

績々の分野のりサイクルシステムから切さ止してヰ出慮れる大農の）う抽クに着日し、これらが発生し処分される過程のできるだけ川上で広域的に飯縄・日  
収してリサイクルする新しいブラスチック押イクルシステムの鋏策（高炉への廃ブラ吹き込み）とその不彙化の可能性について紺．  

1カ廃ブラスチカガス化リサイク岬罪食  

庚フう中の扶蘇を化学合成用⊂0わ●スとして総出．増化ビニルからの埴素除去による匁理対象鞠の故大可能との技術に基づく、力■ス御サイケんの亭主化の可  

成性について険射。  

（幻i正処理事業研究会  

リサイウんシ1〒ムで染生する残きを、RDF化や強か溶融専一こよるサーマ〝けイク■t兜tJ熟浜給等）および最終残さに渡橋される立会馬琴の回収を含めて処理  
する新しい適正処理システムの蹟態とその事封ヒの可絶性について検札  
（のPCB力理事乗研究会  

有害度粟粒であるPC8の処理事慕について、処理技術調査、臨設親機、退位貫及び処理費の想定を行い．兵庫県内でのビリネスモデ以こついて枚札  

く7）EしVlt†ウ挿東金  

自勤軌姦果物について、自動削サイル法の割定をにらみ、おわダーす封の処理、廃揮ガラブレスの要綱メーカでの処理の亭主化可徳性について検札  

（8〉複合慮糞蝕叩イク偲金  

鉄．罪鉄、稲乱ゴム寄の倭合材子機成される使用済み笥晶のリサイクル牢向上に向け、セ’虹ミヮねン、斉し、青函畠比率、藍済世を追求した事業ストム空欄  
空し、その事よ他の可緒性について検討。（タイヤの瓦斯化リサイクル）  

（9）OA押‘ケ鯛牙究会  

〟乃ンのリサイクルにむけ、解体、諦品取り出し、素材分別、破砕、尿管、仕分けの作業二ついて収真性疲毘のため、リユース俣進卜流通ノ効率化も考丘したビ  
シ●ネスモデルを検討．  
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ひようごエコタウン構想  
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兵庫県では盲l之年1（I月より  

「広域リサイクル拠点整備協議会J設置  

・「∴  
サ■誉∫’＼  

飽 「ひようごエコ舛ン㈱Jを紐  

r  ＜基本方針＞  ＼
 
．
二
～
′
＼
′
 

．
▼
し
 
 

也血  
≡・      によるリサイクル事業の推進   
し． ・他の地域の課題・ニー丸鶉対応した  

広細による賓清衡環体制の構  
しJ  豪  

仁山干－  
幽・市民等と連携した取組の絶進  1、冥i；巧域云 ’■  

生・・・ノ  
主如  
1．顛路地区   

一廃タイヤガス化リサイクル  
2．加古川市   
・廃ブラ高炉温元化  

a．尼ヰ布  
・佃ンb人リユース・押イル  

・〔、、ミ一  

刀Ⅰ5年一月、  
「地域lこおけるゼロ・エミッション  

ブラン」として経済産業省・環境省皐、ら  
未配 （近畿初）  
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研究会の変遷  

∈姓   


